
拝啓　木々の緑も日ごとに深まり　さわやかな初夏の季節になりました


皆さまにはお変わりもなくご健勝にお過ごしのこととお慶び申し上げます


さて私事三月から体調を崩して入院しておりましたが　このほど無事退院する


ことができました


その間ご多用にもかかわらずわざわざご来院いただき　心温まるお見舞いの


お品などを頂戴いたしいつに変わらぬご温情のほど誠に有り難うございました


省みますれば今まではあまりにも健康管理をないがしろにし　過信にすぎた


日々であったと反省いたしております


これからは自らの体をいたわり　残る人生を大切に生活して参りたいと考えて


おりますので　今後とも変わらぬご交誼のほどよろしくお願い申し上げます


別便にて内祝の品をお送りいたしましたのでご笑納ください


本来なら早速拝眉の上御礼申し上げるところですが　とりあえず失礼ながら


書中をもって退院のご報告と御礼まで申し上げます　　　　　　　敬　具


　平成〇〇年五月〇〇日


　　　　　　　　　　　　　　　　　　横浜市緑区長津田〇-〇-〇


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高倉忠明


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話〇〇〇（〇〇〇）〇〇〇〇
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